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５．介護事業従事者調査 

2
 

 問
１
 
性
別
を
お
答
え

く
だ
さ
い

。（
い
ず

れ
か
に

○
）
 

１
．
男
 

２
．
女
 

３
．
そ
の
他
の
性
自
認

 

 問
２
 
令
和
７
年
９
月

１
日
現
在
の
年
齢

は
、
お
い
く
つ
で
す
か

。（
１
つ
に
○
）

 

１
．
20
歳
未
満
  

３
．
30

歳
～
39
歳

 
５
．
50
歳
～

59
歳
 

２
．
20
歳
～
29
歳
 

４
．
40

歳
～
49
歳

 
６
．
60
歳
以
上

 

 問
３
 
お
住
ま
い
及
び
通
勤
状
況
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
は
ど
れ
で
す
か

。
 

（
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
に
○
）

 

①
住
 
ま
 
い
 

１
．
文
京
区
内
 

２
．
文
京
区
外
 

②
主
な
通
勤
手
段
 

１
．
電
車
 

２
．
バ
ス
 

３
．
自
家
用
車
 

４
．
バ
イ
ク
 

５
．
自
転

車
 

６
．
徒
歩

 

③
通
勤
時
間
（
片
道
）
 
１
．
30
分
以
内
 

２
．
１
時
間
以
内
 

３
．
１
時
間
半
以
内
 

４
．
２
時
間
以
内
 

５
．
２
時

間
超
 

 

 問
４
 
あ
な
た
の
職
場
の

サ
ー
ビ
ス
種
別
は
ど
れ
で
す
か

。（
１
つ
に
○
）
 

１
．
施
設
系
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
を
含
む
。）

 

２
．
訪
問
系
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
含
む
。）

 

３
．
通
所
系
（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
等
を
含
む
。）

 

４
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

）
 

 問
５
 
あ
な
た
の
勤
務
し
て
い
る
事
業
所

の
全
体
職
員
数
（
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
・
派
遣
・
委
託

 
 

含
む
）
は
お
お
よ
そ

何
人
で
す
か
。（

１
つ
に
○
）

 

１
．
10
人
未
満
 

３
．
30
人
～
49
人

 
５

．
10
0人

以
上

 

２
．
10
人
～
29
人
 

４
．
50
人
～
99
人

 
６

．
わ
か
ら
な
い

 

 問
６
 
あ
な
た
の
就
業
形
態

は
つ
ぎ
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。
（
１
つ

に
○
）

 

１
．
正
規
職
員
 
 
 

２
．
非
正

規
職
員
（
契
約
職
員
、
嘱
託
職
員
、
派
遣
、

パ
ー
ト
な
ど
）

 

 
 

1
 

   「
高

齢
者

・
介

護
保

険
事

業
計

画
策

定
の

た
め

の
調

査
」
へ

の
ご
協

力
の

お
願

い
 

 

皆
様

に
は

、
日

頃
か

ら
区

行
政

へ
の

ご
理

解
と

ご
協

力
を

い
た

だ
き

、
厚

く
御

礼
申

し
上

げ
ま

す
。

 

文
京

区
で

は
、

高
齢

者
福

祉
の

一
層

の
充

実
と

介
護

保
険

制
度

の
円

滑
な

実
施

に
向

け
、

令
和

９
年

度
か

ら

令
和

11
年

度
を

計
画

期
間

と
す

る
「

文
京

区
高

齢
者

・
介

護
保

険
事

業
計

画
」

の
策

定
を

予
定

し
て

い
ま

す
。
 

こ
の

た
び

、
文

京
区

内
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
に

お
勤

め
の

皆
様

に
対

し
、

仕
事

の
実

態
や

介
護

に
 

対
す

る
想

い
、

今
後

区
に

求
め

る
必

要
な

支
援

等
を

的
確

に
把

握
す

る
た

め
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

 

い
た

し
ま

す
。

 

こ
れ

か
ら

の
文

京
区

で
の

福
祉

施
策

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
に

、
調

査
へ

の
ご

協
力

を
い

た
だ

き
ま

す
 

よ
う

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

令
和

7
年

1
0
月

 
文
京
区
長

 
成
澤

 
廣
修

 

「
１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
か

「
２
．
紙

（
郵

送
）
」
の

い
ず

れ
か

に
よ
り
ご
回

答
く
だ

さ
い

。
 

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
回

答
さ

れ
る

場
合

（
回

答
目

安
時

間
：
約

2
0

分
）
 

右
記

の
二

次
元

コ
ー
ド
か

ら
調

査
専

用
サ
イ
ト
へ

ア
ク
セ
ス
い

た
だ

き
、
調

査
の

 
 
 
 
 

最
初

の
設

問
に

、
本

ペ
ー

ジ
左

上
の

シ
ー

ル
に

記
載

の
I
D
・
パ

ス
ワ

ー
ド
を

 

ご
入

力
の

上
、
 1

0
月

3
1
日

（
金

）
ま
で

に
回

答
を

送
信

 し
て
く
だ

さ
い
。
 

２
．
紙

（
郵

送
）
で

ご
回

答
さ

れ
る
場

合
 

次
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
回

答
い

た
だ

き
、
同

封
の

返
信

用
封

筒
（
切

手
不

要
）
に
入

れ
、
 

1
0

月
3

1
日

（
金

）
ま
で

に
お

近
く
の

郵
便

ポ
ス
ト
に

投
函

 
し
て
く
だ

さ
い

。
 

 

お
問

い
合

わ
せ

先
 

こ
の

調
査

の
実

施
・

問
い

合
わ

せ
セ

ン
タ

ー
の

運
営

は
、

ジ
ェ

イ
エ

ム
シ

ー
株

式
会

社
に

委
託

し
て

い
ま

す
。

ご
不

明
な

点
等

あ
り

ま
し

た
ら

、
お

手
数

で
す

が
以

下
ま

で
お

問
合

せ
く

だ
さ

い
。

 

 

【
調

査
実

施
主

体
】
 
文

京
区

 
福

祉
部

 
介

護
保

険
課

 
介

護
保

険
管

理
係

 
 
電

話
 
0

3
－

5
8

0
3
－

1
3

8
9
 

ジ
ェ
イ
エ
ム
シ
ー
株
式
会
社

 

電
話

 
0

1
2

0
-
5

9
8

-
5

5
5

 
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 
※
調
査
期
間
中
の
み
）

 

平
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 
      

 

W
e

b
調

査
用

シ
ー
ル

 

ID
 

: 
x
x
x
x
x
x
 

パ
ス
ワ
ー
ド

 
: 

x
x
x
x
x
x
 

  

介
護

事
業

従
事

者
 

調
査

 

ア
ン

ケ
ー

ト
U
R
L
 

h
t
t
p
s
:
/
/
s
m
i
l
e
s
u
r
v
e
y
.
c
o
/
s
/
1
1
1
0
0
2
c
6
/
o
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 問
10
 
就
労

（
注

１
）
年
数

に
つ
い
て
お

う
か
が
い
し
ま
す

。（
令
和
７

年
９
月
１
日
時
点
）
 

①
 通

算
就
労
年
数
は
お
お
よ

そ
何
年
で

す
か
。

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
就
労
し
て
い
る
場
合
も
含
め
る
 

②
 ①

の
う
ち
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
る

通
算

年
数
は
お
お
よ
そ
何
年
で
す
か
。

 

③
 現

在
勤
務
す
る
事
業
所

で
の
勤
続
年

数
は
お
お
よ
そ
何
年
で
す
か
。

 

（
下
欄
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

１
つ
ず
つ
選
び
、
番
号

に
○
を
し

て
く
だ
さ
い

） 

 
６
か
月
 

未
満
 

６
か
月
以
上
 

１
年
未
満
 

１
年
以
上
 

２
年
未
満
 

２
年
以
上
 

５
年
未
満
 

５
年
以
上
 

10
年
未
満
 

10
年
以
上
 

回
答
例
  
→
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

①
 通

算
就
労
年
数
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

②
 介

護
サ
ー
ビ
ス
従
事
の

 

通
算
年
数

（
注

２
）
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

③
 現

在
の
法
人
勤
務
の

 

通
算
年
数
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

（
注
１
）
学
校
卒
業
後

に
就
い
た

収
入
を
伴
う
仕
事

で
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
等
も
含
む

。
 

（
注
２
）
派
遣
等
で
従
事
し
た
場
合
を
含
む
。
 

 問
11
 
介
護
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ

た
主
な
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 

１
．
在
学
中
に
就
職
指
導
等
を
受
け
て

 

⇒
指
導
を

受
け
た
学
校

（
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
）
：

 

１
．

中
学

 
２
．
高
校
 
３
．
大
学
又
は
専
門
学
校

 
 

２
．
介
護
の
仕
事
紹
介
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

 

⇒
イ
ベ
ン
ト
名
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

３
．
家
族
の
介
護
を
経
験
し
て

 

４
．
友
人
・
知
人
に
介
護
職
の
人
が
い
て

 

５
．
マ
ス
コ
ミ
で
見
て
（
Ｔ
Ｖ
・
新
聞
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

 

６
．
そ
の
他
（

具
体
的
に
：
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

  
 

3
 

 問
７
 
あ
な
た
の
担
当
す
る
仕
事
は
何
で
す
か
。

 

（
①
主
な
も
の
１
つ
に
○

、
②
主
な
も
の
以
外
で

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

  
①
主
な
も
の
 

（
１
つ
に
○
）
 

②
主
な
も
の
以
外
で
 

該
当
す
る
も
の
 

（
あ
て
は
ま
る
も
の

 

す
べ
て
に
○
）
 

１
．
介
護
職
 

１
 

１
 

２
．
介
護
支
援
専
門
員

 
２
 

２
 

３
．
医
師
 

３
 

３
 

４
．
看
護
職
 

４
 

４
 

５
．
生
活
相
談
員
 

５
 

５
 

６
．
機
能
訓
練
指
導
員

 
６
 

６
 

７
．
栄
養
士
 

７
 

７
 

８
．
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 

  
）
 

８
 

８
 

９
．
主
な
も
の
以
外
は
該
当
し
な
い

 
－
 

９
 

 問
８
 
あ
な
た
の
職
位
は
つ
ぎ
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。
（
１
つ

に
○
）
 

１
．
管
理
者
 

３
．
一
般
職
・
担
当
職

 

２
．
主
任
・
（
サ
ブ
）
リ
ー
ダ
ー
な
ど
職
場
の
ま
と
め
役

 

 問
９
 
あ
な
た
は
今
よ
り
上
位
の
職
位
を
目
指
し
ま
す
か
。
（
１
つ

に
○
）

 

１
．
よ
り
上
位
の
職
位
を
目
指
す

 
２
．
今
の
ま
ま
で
よ
い
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 問
14
 
あ
な
た
が
現
在
の

職
場
を
選

ん
だ
理
由
は
何

で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る

も
の
す
べ
て
に

○
）
 

１
．
事
業
所
の
経
営
理
念
、
運
営
方
針
、
業
務
内
容
等
が
十
分
説
明
さ
れ
て
お
り
、
納
得
で
き
た
た
め
 

２
．
仕
事
と
家
庭
生
活

の
両
立
が
で
き
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
推

進
が

 

な
さ
れ
て
い
る
か
ら

 

３
．
職
能
給
や
業
績
給

な
ど
キ
ャ
リ
ア
に
連
動
し
た
給
与
体
系
が
整
備
さ
れ

て
い
る
か
ら

 

４
．
従
業
員

の
教
育
研
修
や
資
格
取
得
支
援
等
が
充
実
し
て
い
る
か
ら

 

５
．
従
業
員
の
悩
み
や
不
満
、
疑
問
点
等
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
あ
る
か
ら
 

６
．
賃
金
が

比
較
的
高
か
っ
た
か
ら

 

７
．
自
分
や

家
族
の
都
合
の
良
い
時
間
（
日
）
に
働
け
る
か

ら
 

８
．
通
勤
の

便
が
良
か
っ
た
か
ら

 

９
．
夜
間
勤
務
が
な
い
か
ら

 

10
．
人
間
関
係
が
良
好
そ
う
だ
か
ら

 

11
．
や
り
た
い
職
種
・
仕
事
内
容
だ
っ
た
か
ら

 

12
．
能
力
や
資
格
が
活
か
せ
る
か
ら

 

13
．
正
規
職
員
と
し
て
働
け
る
か
ら

 

14
．
そ
の
他
（

具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

15
．
特
に
理
由
は
な
い

 

 問
15
 
あ
な
た
が
現
在
取
得
し
て
い
る
資
格
は
何
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
も
の

す
べ
て
に
○
）
 

１
．
介
護
福
祉
士
 

２
．
介
護
職
員
実
務
者
研
修

 

３
．
介
護
職
員
初
任
者
研
修

 

４
．
介
護
職
員
基
礎
研
修

 

５
．
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級

 

６
．
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
２
級

 

７
．
主
任
介
護
支
援

専
門
員

 

８
．
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
） 

９
．
看
護
師
・
准
看

護
師

 

10
．
理
学
療
法
士
（

Ｐ
Ｔ
）
 

11
．
作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ

）
 

12
．
言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ

）
 

13
．
社
会
福
祉
士
 

14
．
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

 

15
．
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士

 

16
．
前
掲
（「

１
」
～

「
15
」）

以
外
の
 

介
護
福
祉
関
係

の
資
格
 

17
．
そ
の
他
 

（
  

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

）
 

18
．
資
格
な
し
 

 

5
 

 問
12
 
あ
な
た
が
現
在
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
は
何
で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

 

１
．
福
祉
の
仕
事
に
興
味
・
関
心
が
あ
っ
た
か
ら

 

２
．
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
た
か
っ
た
か
ら

 

３
．
こ
の
仕
事
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
と
考
え
た
か
ら

 

４
．
資
格
・
技
能
を

活
か
せ
る
か
ら
 

５
．
身
近
な
人
（
親
族
等
）
の
介
護
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら

 

６
．
家
族
・
友
人
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら

 

７
．
働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
た
か
ら

 

８
．
人
や
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
か
ら

 

９
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

10
．
特
に
理
由
は
な
い

 

 問
13
 
あ
な
た
が
現
在
の
職
場
の
こ
と
を
知
っ
た

主
な
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。（

１
つ
に
○
）

 

１
．
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

 
 

２
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
求
人
サ
イ
ト
）

 

３
．
新
聞
・
チ
ラ
シ

 
 

４
．
就
職
相
談
会
・
説
明
会
に
参
加

 

５
．
学
校
・
養
成
施
設
等
で
の
進
路
指
導

 

６
．
事
業
所
職
員
か
ら
の
勧
誘

 

７
．
事
業
所
見
学
・
実
習
な
ど

 

８
．
介
護
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

 

９
．
家
族
・
知
人
の
紹
介

 

10
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
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 問
19
 
収
入
（
賞
与
及
び
残
業
・
交
通
費
等
諸
手
当
等
を

含
む
）
に
つ
い
て
お

う
か
が
い
し
ま
す
。
 

①
 昨

年
１
年
間
（
令
和

６
年
１
月
１
日

～
12
月

31
日
）
の
収
入

は
い
く
ら
で
し
た
か
。

 

（
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ

に
○
）
 

【
全
収
入
】
 

１
．
昨
年
（
令
和
６

年
）
は
働
い
て
い
な
か
っ
た

 

２
．
10
3万

円
未
満
（
課
税

対
象
と
な
ら
ず
、
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
範
囲
）

 

３
．
10
3～

13
0万

円
未
満
（
社
会
保
険
の
被
保

険
者
と
な
ら
な
い
範
囲
）

 

４
．
13
0～

20
0万

円
未
満

 

５
．
20
0万

円
台
 

６
．
30
0万

円
台
 

７
．
40
0万

円
台

 

８
．
50
0万

円
台

 

９
．
60
0～

80
0万

円
未
満

 

10
．
80
0万

円
以

上
 

 【
介
護
に
よ
る
収
入
】
 

１
．
昨
年
（
令
和
６

年
）
は
働
い
て
い
な
か
っ

た
 

２
．
50
万
円
未
満

 

３
．
50
～
10
0万

円
未
満

 

４
．
10
0～

15
0万

円
未
満

 

５
．
15
0～

20
0
万

円
未
満
 

６
．
20
0～

25
0
万

円
未
満
 

７
．
25
0～

30
0
万
円
未
満
 

８
．
30
0万

円
以
上

 

  
②

 
働

き
に

見
合

っ
た

収
入

を
得

ら
れ

て
い

る
場

合
の

満
足

度
を

「
３

．
普

通
」

と
し

た
場

合
に

、

ご
自
身
の
満
足
度
を
記
入
く
だ
さ
い

。（
そ
れ
ぞ
れ

１
つ
ず
つ
に
○
）
 

 
※

 
昨

年
、

転
職

さ
れ

た
等

で
介

護
事

業
従

業
者

と
し

て
の

在
籍

期
間

が
１

年
に

満
た

な
い

場
合

は
、

介
護

事
業
 

従
業

者
と

し
て

継
続

し
て

勤
務

し
た
と

し
た

１
年

間
の

収
入

を
想
定

し
て

お
答

え
く

だ
さ

い
。
 

【
全
収
入
】
 

１
．
と
て
も
満
足
 

 
２
．
満
足
 
 
３
．
普
通

 
 
４
．
不
満
 
 
５
．
と
て
も
不
満

 

【
介
護
に
よ
る
収
入
】
 

１
．
と
て
も
満
足
 
 

２
．
満
足
 
 
３
．
普
通

 
 
４
．
不
満
 
 
５
．
と
て
も
不
満
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 問
16
 
あ
な
た
が
今
後
取
得
し
た
い
資
格

は
何
で
す
か
。（

あ
て
は
ま
る

も
の

す
べ
て
に
○
）
 

１
．
介
護
福
祉
士
 

２
．
介
護
職
員
実
務
者
研
修

 

３
．
介
護
職
員
初
任
者
研
修

 

４
．
介
護
職
員
基
礎
研
修

 

５
．
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級

 

６
．
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

 

７
．
主
任
介
護
支
援
専
門
員

 

８
．
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
 

９
．
看
護
師
・
准
看
護
師

 

10
．
理
学
療
法
士
（

Ｐ
Ｔ
）
 

11
．
作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ

）
 

12
．
言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ

）
 

13
．
社
会
福
祉
士
 

14
．
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

 

15
．
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士

 

16
．
前
掲
（「

１
」
～
「

15
」）

以
外
の
 

介
護
福
祉
関
係
の

資
格
 

17
．
そ
の
他
 

（
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

18
．
特
に
な
い
 

 問
17
 
文
京
区
が
主
催
し
た
研
修
等
に
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
（
１
つ
に
○
）

 

１
．（

参
加
し
た
こ
と
が
）
あ
る

 
２
．
な
い
 

 問
18

 
今

後
、

文
京
区

で
ど

の
よ

う
な

研
修

・
講

習
会

に
参

加
し

た
い

で
す

か
。
（
３

つ
以

内
に

○
） 

１
．
介
護
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
研
修

 

２
．
権
利
擁
護
や
意
思
決
定
支
援
に
関
す
る
研
修

 

３
．
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
研
修

 

４
．
職
場
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
養
成
研
修

 

５
．
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
研
修

 

６
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
修

 

７
．
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
事
業
場
内
で
の
指
導
力
養
成
）
研
修

 

８
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
研
修

 

９
．
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
研
修

 

10
．
法
令
の
改
正
に
つ
い
て
の
研
修

  

11
．
社
会
的
（
時
事
的
）
課
題
に
つ
い
て
の
研
修

 

12
．
多
機
関
協
働
・
地
域
づ
く
り
を
図
る
研
修

 

13
．
そ
の
他
（

具
体
的
に
：

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

14
．
特
に
参
加
し
た
い
も
の
は
な
い
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 問
24
 
現
在
の
仕
事
の
満
足
度
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し

ま
す
。
各
項
目
に
つ
き
、

あ
て
は
ま
る
番
号

に
○
を
お
つ
け
く
だ
さ
い
。

（
そ
れ
ぞ
れ
１
つ

ず
つ
に
○
）
 

 
と
て
も
 

満
足
 

満
足

 
普
通

 
不
満
 

と
て
も

 

不
満

 

回
答
例

 
→
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

ア
．
仕
事
の
内
容
・
や
り
が
い

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

イ
．
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
機
会

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

ウ
．
労
働
時
間
・
休
日
等
の
労
働
条
件

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

エ
．
勤
務
体
制
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

オ
．
人
事
評
価
・
処
遇
の
あ
り
方

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

カ
．
職
場
の
環
境
（
施
設
の
構
造
等
）

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

キ
．

職
場
の
人
間
関
係
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

ク
．
雇
用
の
安
定
性
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

ケ
．
福
利
厚
生
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

コ
．
研
修
・
能
力
開
発
の
あ
り
方

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

サ
．
職
場
環
境
全
体
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

  
 

9
 

 問
20
 
あ
な
た
が
通
常
、
１
週
間
に
働
く
労
働
日
数
は
何
日
で
す
か
。
（

１
つ
に

〇
）
 

１
．
１
日
 
  
２
．
２
日

 
  
３
．
３
日
 
  

４
．
４
日
 
  
５
．
５
日

 
  
６
．
６
日
以
上
 

 問
21
 
あ
な
た
が
通
常
、
１
週
間
に
働
く
労
働
時
間
（
残
業
時
間
含
む
労
働
時
間
）
は
何
時
間
で
す
か
。
 

 
 
 
 
 
時
間

 （
※
整
数
で
ご
記
入
く
だ
さ
い

。
）
 

 問
22
 
深
夜
勤
務
は
あ
り
ま
す
か
。

（
１
つ
に
○
）

 

１
．
あ
る
 
→
 問

22
－
１
へ
 
 
 
 
 
 
 

２
．
な
し
 
→
 問

23
へ

 

 【
問

22
で

「
1．

あ
る

」
と

回
答

し
た

方
に

お
う

か
が

い
し

ま
す

。】
 

問
22
－
１
 
平
均
し
て

１
か
月
当
た
り
、
深
夜
勤
務
日
数
は
何
日
あ
り
ま
す
か
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
日
 

 【
す

べ
て

の
方

に
お

う
か

が
い

し
ま

す
。
】

 

問
23
 
年
間
で
の
有
給
休
暇

の
取
得
状
況
は
次
の
う
ち
ど
れ
に
な
り
ま
す
か
。
（

１
つ
に
〇
）
 

１
．
ま
っ
た
く
取
れ
な
い

 

２
．
１
～
３
日
 

３
．
４
～
５
日

 

４
．
６
～
10

日
 

５
．

11
～
15
日
 

６
．

16
日
以
上
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 問
27
 
職
場
の
人
間
関
係
等
に
つ
い
て
悩
み
、
不
安
、
不

満
等
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

（
主
な
も
の
３

つ
以

内
に
○
）
 

１
．
経
営
層
の

介
護
の
基
本
方
針
、
理
念
が
不
明
確
で
あ
る

 

２
．
経
営
層
や

管
理
職
等
の
管
理
能
力
が
低
い
、
業
務
の
指
示
が
不
明
確
、
不
十
分
で

あ
る

 

３
．
上
司
や
同

僚
と
の
仕
事
上
の
意
思
疎
通
が
う
ま
く
行
か
な
い

 

４
．
上
司
や
同
僚
の
介
護
能
力
が
低
い

 

５
．
自
分
と
合
わ
な
い
上
司
や
同
僚
が
い
る

 

６
．
部
下
の
指
導
が
難
し
い

 

７
．
ケ
ア
の
方
法
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
不
十
分
で
あ
る

 

８
．
悩
み
の
相
談
相
手
が
い
な
い
、
相
談
窓
口
が
な
い

 

９
．
そ
の
他
（

具
体
的
に
：
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

10
．
悩
み
や
不
安
な
ど
は
感
じ
て
い
な
い

 

 問
28
 
人
材
の
育
成
・
定
着
の
た
め
に
有
効

だ
と
思
う
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
す
か
。

 

（
主
な
も
の
３

つ
以

内
に
○
）
 

１
．
研
修
の
充
実
 

２
．
働
き
や
す
い
職
場
環
境

 

３
．
福
利
厚
生
の
充
実

 

４
．
給
与
・
待
遇
 

５
．
良
好
な
従
事
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

６
．
上
司
・
管
理
者
と
の
相
談
体
制
の
充
実

 

７
．
仕
事
の
や
り
が
い

 

８
．
そ
の
他
（

具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

）
 

  
 

1
1

 

 問
25
 
今
後
も
介
護
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
（
主
な
も
の
１
つ

に
○
）
 

１
．
今
の
職
場
で
介
護
の
仕
事
を
続
け
た
い

 

２
．
事
業
所
を
変
え
て
介
護
の
仕
事
を
続
け
た
い

 

３
．
で
き
れ
ば
介
護
以
外
の
仕
事
に
変
わ
り
た
い

 

４
．
介
護
以
外
の
仕
事
に
変
わ
り
た
い

 

５
．
わ
か
ら
な
い
 

 問
26
 
労
働
条
件
、
仕
事
の
負
担
に
つ
い
て
悩
み
、
不
安
、
不
満
等
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

 

（
主
な
も
の
５

つ
以

内
に
○
）
 

１
．
雇
用
が
不
安
定
で
あ
る

 

２
．
正
規
職
員
に
な
れ
な
い

 

３
．
人
手
が
足
り
な
い

 

４
．
仕
事
内
容
の
わ
り
に
賃
金
が
低
い

 

５
．
労
働
時
間
が
不
規
則
で
あ
る

 

６
．
労
働
時
間
が
長
い

 

７
．
残
業
が
多
い
 

８
．
休
憩
が
取
り
に
く
い

 

９
．
有
給
休
暇
が
取
り
に
く
い

 

10
．
夜
間
や
深
夜
時
間
帯
に
何
か
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
が
あ
る

 

11
．
職
務
と
し
て
行
う
医
療
的
な
行
為
に
不
安
が
あ
る

 

12
．
身
体
的
負
担
が
大
き
い
（
腰
痛
や
体
力
に
不
安
が
あ
る
）

 

13
．
精
神
的
に
き
つ
い

 

14
．
健
康
面
（
感
染
症
、
怪
我
）
の
不
安
が
あ
る

 

15
．
業
務
に
対
す
る
社
会
的
評
価
が
低
い

 

16
．
福
祉
機
器
の
不
足
、
機
器
操
作
の
不
慣
れ
、
施
設
の
構
造
に
不
安
が
あ
る

 

17
．
仕
事
を
教
え
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

 

18
．
昇
給
制
度
が
な
い
・
昇
給
の
仕
組
み
が
不
明
確
で
あ
る

 

19
．
自
分
な
り
の
仕
事
内
容
を
工
夫
す
る
余
地
が
な
い

 

20
．
そ
の
他
（

具
体
的
に
：

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

21
．
悩
み
や
不
安
な
ど
は
感
じ
て
い
な
い
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 問
31
 
あ
な
た
は
過
去
１
年
間
に
利
用
者
や
そ
の
家
族
、

上
司
、
同
僚
、

部
下

か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と

（
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ

等
）

を
経
験
し
ま
し
た
か
。

 

（
対

象
者
に
○

を
し
た
後

、
あ

て
は

ま
る

項
目
に

そ
れ

ぞ
れ

に
○

）
 

対
象
者
に

○
 

 
あ
て
は
ま
る
項
目
に
○
 

対 象 者 

 
セ
ク
ハ
ラ
 

（
性
的
嫌
が
ら
せ
）
 

パ
ワ
ハ
ラ
 

介 護 保 険 以 外 の 

サ ー ビ ス を 

求 め ら れ た 

そ の 他 
 

（ ） 内 に 

該 当 す る こ と を 

ご 記 入 く だ さ い 。 

 

直 接 的 

（ 体 を 触 る 等 ） 

間 接 的 

（ 言 葉 そ の 他 の 手

段 を 用 い て 行 う

行 為 ） 

直 接 的 

（ 肉 体 的 暴 力 ） 

間 接 的 

（ 暴 言 （ 直 接 的 な 

言 葉 の 暴 力 ） 等 、

精 神 的 な も の ） 

（
回
答
例
）
 

○1
.上

司
 

 
１

 
２

 
３

 
○4

 
○5

 
６

 

１
．
上
司
 

 
１

 
２
 

３
 

４
 

 
６

  

２
．
同
僚
、
 

部
下
 

 
１

 
２
 

３
 

４
 

 
６

  

３
．
利
用
者
 

 
１

 
２
 

３
 

４
 

５
 

６
  

４
．
利
用
者

の
家
族
 

 
１

 
２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

 

５
．
上
記
「
１
．
上
司

」
～
「
４

．
利
用
者
の
家
族
」
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
経
験
し
た
こ
と
は
な
い

 

  
 

1
3
 

 問
29
 
利
用
者
に
つ
い
て
、

あ
な
た
が
悩
み
、
不
安
、
不
満
等
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て

に
○
）
 

１
．
利
用
者
に
適
切
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
る
か
不
安
が
あ
る

 

２
．
利
用
者
の
行
動
が
理
解
で
き
ず
に
対
処
方
法
が

わ
か
ら
な
い
 

３
．
利
用
者
と
家
族
の
希
望
が
一
致
し
な
い

 

４
．
利
用
者
と
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

 

５
．
利
用
者
か
ら
禁
じ
ら
れ
て
い
る
医
療
行
為
を
求
め
ら
れ
る

 

６
．
良
い
と
思
っ
て
や
っ
た
こ
と
が
利
用
者
に
理
解
さ
れ
な
い

 

７
．
介
護
事
故
（
転
倒
、
誤
嚥
そ
の
他
）
で
利
用
者
に
怪
我
を
お
わ
せ
て
し
ま
う
不
安
が
あ
る

 

８
．
死
期
に
近
い
利
用
者
の
ケ
ア
に
無
力
感
が
あ
る

 

９
．
利
用
者
同
士
の
衝
突
の
調
整
が
難
し
い

 

10
．
そ
の
他
（

具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

11
．
悩
み
や
不
安
な
ど
は
感
じ
て
い
な
い

 

 問
30
 

利
用

者
の

家
族
に

つ
い

て
、

あ
な

た
が

悩
み

、
不

安
、

不
満

等
を

感
じ

て
い

る
こ

と
は

何
で

す
か
。
 

（
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に

○
）
 

１
．
利
用
者
の
家
族
に
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
て
い
る
か
不
安
が
あ
る

 

２
．
利
用
者
の
家
族
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

 

３
．
利
用
者
の
家
族
内
の
希
望
が
一
致
し
な
い

 

４
．
利
用
者
の
家
族
と
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

 

５
．
利
用
者
の
家
族
か
ら
禁
じ
ら
れ
て
い
る
医
療
行
為
を
求
め
ら
れ
る

 

６
．
良
い
と
思
っ
て
や
っ
た
こ
と
が
利
用
者
の
家
族
に
理
解
さ
れ
な
い

 

７
．
利
用
者
の
家
族
が
複
合
化
し
た
課
題
や
制
度
の
狭
間
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
つ
な
ぎ
先
が

 

わ
か
ら
な
い
 

８
．
そ
の
他
（

具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

９
．
悩
み
や
不
安
な
ど
は
感
じ
て
い
な
い
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1
6
 

 問
34
 
介
護
の
仕
事
を

人
に
勧
め
た
い
で
す
か
。（

１
つ
に
○
）

 

１
．
勧
め
た
い
 
 
 
 
 
 

２
．
勧
め
た
く
な
い

 
 
 
 
３
．

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

 

 

問
34
－
１
 
問
34
の
回
答
を
選
ん

だ
理
由

を
、
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

 

      

 問
35
 

最
後

に
、
文

京
区

の
高

齢
福

祉
施

策
や

介
護

保
険

制
度

へ
の

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
り

ま
し

た
ら
、

ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

 

         

 ◇
 
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
以
上
で
終
わ
り
で
す

。
 

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

◇
 
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
1
0
月
3
1日

（
金
）

ま
で

に
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

 

（
お

名
前

、
ご

住
所

の
記

入
は

不
要

で
す

。
切

手
を

貼
ら

ず
に

投
函

し
て

く
だ

さ
い

。
）
 

  

1
5
 

 問
32
 
あ
な
た
は
、
現
在
の

職
場
に
就
業
し
て
い
て

、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

や
り
が
い
（
働
き
が
い
）

を
感
じ
ま
す
か
。（

主
な
も
の
３

つ
以

内
に
○

）
 

１
．
持
っ
て
い
る
資
格

や
専
門
技
術
が
活
か
せ
て
い
る

 

２
．
経
験
・
勤
続
年
数
を
生
か
し
た
働
き
方
が
で
き
て
い
る

 

３
．
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
と
れ
て
い
る

 

４
．
利
用
者
や
家
族
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る

 

５
．
能
力
に
見
合
っ
た
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る

 

６
．
福
利
厚
生
面
が
充
実
し
て
い
る

 

７
．
先
輩
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
を
学
べ
て
い
る

 

８
．
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
適
切
に
と
れ
て
い
る

 

９
．
研
修
や
資
格
取
得
な
ど

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
機
会
が
あ
る

 

10
．
ス
タ
ッ
フ
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
く
れ
て
い
る

 

11
．
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
関
係
作
り
が
図
ら
れ
て
い
る

 

12
．
そ
の
他
（

具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

13
．
特
に
や
り
が
い
（
働
き
が
い
）
を
感
じ
て
い
な
い

 

 問
33
 

今
後

、
介

護
に

携
わ

る
人

材
を

増
や

す
た

め
に

は
、

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。
 

（
主
な
も
の
５

つ
以

内
に
○
）
 

１
．
基
本
賃
金
の
水
準
を
引
き
上
げ
る

 

２
．
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
て
賃
金
が
上
が
っ
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
と
す
る

 

３
．
資
格
取
得
手
当
な
ど
の
諸
手
当
を
充
実
す
る

 

４
．
休
暇
制
度
・
労
働
時
間
等
の
勤
務
条
件
を
改
善
す
る

 

５
．
福
利
厚
生
制
度
を
手
厚
く
す
る

 

６
．
就
職
時
に
経
験
年
数
・
年
齢
別
の
モ
デ
ル
賃
金
を
公
開
す
る

 

７
．
勤
務
先
で
説
明
会
や
施
設
見
学
会
を
開
催
す
る

 

８
．
職
場
内
外
で
の

研
修
制
度
や
資
格
取
得
支
援
制
度

を
充
実
さ
せ
る

 

９
．
勤
務
先
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
関
す
る
情
報
を
公
開
す
る

 

10
．
資
格
取
得
時
の
受
講
費
用
補
助
制
度
を

つ
く

る
 

11
．
社
会
全
体
が
福
祉
・
介
護
職
場
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く

 

12
．
子
育
て
し
な
が
ら
で
も
働
け
る
よ
う
、
事
業
所
内
等
に
保
育
施
設
を
確
保
す
る

 

13
．
中
学
生
・
高
校
生
等

へ
の
職
場
体
験
等
、
介
護
の
仕
事
を
理
解
し
て
も
ら
う
機
会

を
つ
く
る

 

14
．
介
護
職
の
離
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練
の
仕
組
み
の
充
実

 

15
．
人
員
基
準
を
手
厚
く
し
、
利
用
者
に
対
す
る
職
員
数
を
増
や
す

 

16
．
そ
の
他
（

具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

17
．
特
に
な
い
 

 


